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六
刀
十
六
日
（
金
）
午
後
六
二
牛
よ
り
學
止
唱
題
場
で
次
の
講
演
な
開
い
六

　
冠
舎
轡
ハ
測
及
そ
の
一
例
ぜ
し
て
の
自
殺
の
研
究
　
　
　
鈴
木
榮
太
子
君

冠
禽
學
會
例
倉
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V
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玉
口
H
↓
小
か
†
後
山
ハ
隠
か
p
つ
集
衛
昌
場
で
開
描
機
、

　
冠
會
の
概
念

…
教
育
研
…
三
三
例
會

銅
霞
　
勇
君

　
六
月
入
口
午
後
六
噂
開
愈
、
「
現
今
の
軍
隊
敏
育
に
就
て
し
ミ
題
し
文
學
士

抑
藤
仁
亭
君
の
講
演
あ
り
、
軍
隊
内
に
於
て
ば
近
暗
個
性
が
大
に
奪
重
さ
れ

る
事
、
訓
育
ビ
し
て
に
到
れ
る
も
の
な
ろ
事
、
他
穣
的
訓
練
も
大
な
ろ
効
果

あ
ろ
の
實
識
た
得
穴
事
、
映
黙
ミ
し
て
は
實
用
が
主
に
な
り
て
理
論
が
軽
．
ぜ

ら
れ
て
る
る
事
從
っ
て
學
的
研
究
が
乏
し
い
定
の
審
等
滲
考
に
資
す
る
所
多

か
つ
穴
。

　
六
月
十
四
日
午
後
五
噂
よ
り
學
卜
者
領
置
に
於
て
中
華
畏
國
隔
靴
血
曹
世

掛
者
途
戸
倉
な
開
’
＼
小
酉
先
血
ば
海
外
族
壷
中
に
て
鋏
席
な
う
も
藤
弁
野

上
晦
先
生
の
列
席
ぜ
ら
る
、
あ
り
、
　
例
年
の
如
く
谷
本
先
生
も
出
艦
、
心
理

皐
教
寵
勤
務
の
人
杢
郡
出
席
箕
他
藩
外
の
人
も
加
に
り
て
盛
會
）
俳
藤
幹
事

の
挨
拶
に
次
で
二
君
が
　
「
日
丈
親
善
の
爲
に
日
本
人
に
支
那
語
為
、
先
輩
や

圃
三
二

樺
唐
の
も
の
で
な
く
現
代
の
語
な
學
ば
れ
れ
き
貯
の
希
望
禺
で
、
藤
井
先
生

ば
日
本
の
中
學
校
に
支
那
語
な
加
ふ
べ
き
事
、
日
支
親
善
の
爲
に
ぱ
少
青
年

同
志
が
相
携
ふ
べ
姦
・
寮
な
継
惜
々
親
か
れ
、
　
最
後
に
谷
本
・
構
貯
士
ぼ
曹
君
に
宜
し

く
術
號
葎
逡
る
べ
し
、
更
に
進
ん
で
に
學
位
も
旧
る
べ
し
ぜ
説
か
れ
箕
他
談

諭
百
欝
愉
快
な
る
會
で
あ
っ
六
。
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理
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讃
書
會
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六
月
一
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（
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午
後
三
時
か
ら
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験
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で
次
の
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告
が
あ
っ
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」
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交
學
士
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岡
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六
氏
諦
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本
書
ほ
人
も
知
る
如
く
、
猫
乙
マ
ー
ル
ビ
汐
ヒ
派
哲
學
の
始
瓢
ヘ
ル
マ
ン

コ
ー
エ
ン
の
哲
學
騰
系
の
纂
礎
た
な
す
一
b
㈹
署
伽
2
H
免
下
口
国
涛
9
馨
昌
冨
の

（
第
二
版
に
よ
る
）
鐸
蓮
で
あ
る
。
諜
蓮
ビ
に
云
へ
、
賢
者
が
其
緒
言
の
中
に

も
斯
っ
て
居
ら
れ
る
搬
に
、
要
す
る
に
一
種
の
抄
課
で
あ
る
。
課
巻
の
解
程


